
前回のコラムでは、「セキュリティ リスク レイティング」の活用方法を紹介いたしました。

自組織に加えて、自組織“以外”のセキュリティ態勢の把握ができること。それにより、「サプライチェーン リスク マネ

ジメント」への活用ができる点を説明しました。

SecurityScorecardは、「セキュリティ リスク レイティング」の提供企業として、市場から高い評価(※1)をいただいて

いる企業です。2021年 第一四半期のForrester社の評価で“Leaders”の評価、Gartnerの評価で

も“Customer’s Choice”をいただいています。詳細は、　　　の投稿をご覧ください。

では、SecurityScorecard社が提供する「セキュリティ リスク レイティング」は、どのようなソリューションでなぜ市場

から高い評価をいただけているのでしょうか。

その理由を、このコラムで、

　1)画面の見やすさ

　2)確認できるセキュリティ イシューの多さ

　3)レイティング スコアと侵害の発生確率の相関関係

という3つのキーワードに絞って説明します。

続きを見たい場合は
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“SecurityScorecard”が提供する「セキュリティ リスク レイティング」

第七講：「なぜ、SecurityScorecardが市場から評価されるのか？」

こちら

https://securityscorecard.com/threat-intelligence-7
https://securityscorecard.com/threat-intelligence-7
https://securityscorecard.com/why-securityscorecard-the-leader-in-the-cybersecurity-risk-ratings-market_jp
https://securityscorecard.com/threat-intelligence-7
https://securityscorecard.com/threat-intelligence-7
https://securityscorecard.com/threat-intelligence-7
https://securityscorecard.com/why-securityscorecard-the-leader-in-the-cybersecurity-risk-ratings-market_jp

